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第一部【企業情報】
第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】

回次

第55期

第１四半期

累計(会計)期間

第54期

会計期間
自平成20年７月１日

至平成20年９月30日

自平成19年７月１日

至平成20年６月30日

売上高 (千円) 1,871,906 8,128,125

経常利益 (千円) 22,682 133,276

四半期(当期)純利益 (千円) 10,752 21,915

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － －

資本金 (千円) 300,745 300,745

発行済株式総数 (千株) 4,105 4,105

純資産額 (千円) 7,436,038 7,486,256

総資産額 (千円) 8,483,260 8,471,104

１株当たり純資産額 (円) 1,811.48 1,823.71

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
(円) 2.62 5.34

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － －

１株当たり配当額 (円) － 20.0

自己資本比率 (％) 87.7 88.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 164,227 662,181

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 64,446 △139,493

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △35,290 △82,266

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) 2,061,337 1,867,954

従業員数 (人) 116 117

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指

標等の推移については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 116（19）

(注)１．従業員数は就業人員であります。

２．従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】
 １【仕入及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第１四半期会計期間の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

 

折戸・引戸金物（千円） 690,698  

開戸金物（千円） 279,001  

引出・収納金物（千円） 225,006  

取手・引手（千円） 100,496  

附帯金物（千円） 126,916  

合計（千円） 1,422,120 

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

 

(2）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

 

折戸・引戸金物（千円） 946,926  

開戸金物（千円） 340,206  

引出・収納金物（千円） 266,084  

取手・引手（千円） 146,914  

附帯金物（千円） 171,773  

合計（千円） 1,871,906 

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

なお、当事業年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、「(1）経営成績の分析」における前

年同期比較分析には、前年同期の参考値を用いています。

(1）経営成績の分析

当第１四半期会計期間（2008年７月～９月）における住宅関連市場は、昨年６月に施行された

「改正建築基準法」の制度的要因に基づく混乱が収束せぬまま、サブプライムローン問題に起因す

る世界的な金融危機、及び原油・原材料価格の高騰による企業収益への圧迫など、景気減速感が一段

と深まる極めて厳しい経営環境の下で推移しました。当社といたしましては、引き続き原材料価格の

高騰を吸収すべく販売価格への転嫁に努めるとともに、販売費及び一般管理費の圧縮等、調整かつ管

理可能な諸施策を講じつつ懸命の努力を重ねてまいりました結果、売上高1,871百万円（前年同期比

9.0％減）、営業利益６百万円（前年同期比－％）、経常利益22百万円（前年同期比16.0％減）、四半

期純利益10百万円（前年同期比30.1％減）となりました。

 
(2）財政状態の分析

当第１四半期末の資産総額は8,483百万円となり、前事業年度末に比べ12百万円増加となりまし

た。主な内容は、現金及び預金が193百万円増加した一方で、売上債権（受取手形・売掛金）が75百万

円減少、有価証券が普通社債の償還により98百万円減少したこと等によるものです。

負債につきましては1,047百万円となり、前事業年度末に比べ62百万円増加となりました。主な内

容は、買掛金が72百万円増加したこと等によるものです。

純資産につきましては7,436百万円となり、前事業年度末に比べ50百万円の減少となりました。主

な内容は、前事業年度の期末配当金支払で41百万円減少、当第１四半期純利益で10百万円増加、その

他有価証券評価差額金で19百万円減少したことによるものです。

 
(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に

比べ193百万円増加し、当第１四半期末では2,061百万円となりました。

当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は164百万円となりました。これは税引前四半期純利益22百万円、資

金流出ではない減価償却費42百万円、売上債権の減少額75百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は64百万円となりました。これは商品開発等の金型取得で有形固定

資産の取得による支出30百万円、有価証券の償還よる収入100百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は35百万円となりました。これは配当金の支払によるものです。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間における研究開発費の総額は40,903千円であります。

なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】
 

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,420,000

計 15,420,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,105,000 4,105,000
ジャスダック
証券取引所

－

計 4,105,000 4,105,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

－ 4,105 － 300,745－ 273,245

 

(5)【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成20年６月30日現在の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】  平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,104,800 41,048 －

単元未満株式 普通株式 200 － －

発行済株式総数 4,105,000 － －

総株主の議決権 － 41,048 －

（注）単元未満株式は、当社保有の自己株式40株が含まれております。

 

②【自己株式等】   平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年７月 ８月 ９月

最高（円） 639 630 634

最低（円） 510 567 580

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所の公表のものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
 

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで）の四半期財務諸表について、監査法人よつば綜合事務所により四半期レ

ビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第54期事業年度　　　　　　優成監査法人

　第55期第１四半期累計期間　監査法人よつば綜合事務所

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条

第２項により、当社では、子会社の資産、売上高等からみて、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する

合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,061,337 1,867,954

受取手形及び売掛金 1,984,489 2,059,685

有価証券 100,799 199,795

商品 567,017 546,119

その他 78,539 74,406

貸倒引当金 △3,977 △3,715

流動資産合計 4,788,206 4,744,245

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,264,865 1,281,929

工具、器具及び備品（純額） 201,250 197,491

土地 1,027,767 1,027,767

その他（純額） 1,630 1,685

有形固定資産合計 ※
 2,495,514

※
 2,508,874

無形固定資産 64,513 70,628

投資その他の資産

投資有価証券 884,735 917,572

その他 257,110 236,492

貸倒引当金 △6,820 △6,709

投資その他の資産合計 1,135,026 1,147,355

固定資産合計 3,695,054 3,726,858

資産合計 8,483,260 8,471,104

負債の部

流動負債

買掛金 500,125 428,097

未払法人税等 30,191 16,636

製品補償引当金 40,803 41,000

その他 132,015 158,556

流動負債合計 703,135 644,290

固定負債

退職給付引当金 179,928 178,711

役員退職慰労引当金 163,157 160,845

その他 1,000 1,000

固定負債合計 344,086 340,557

負債合計 1,047,221 984,847
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 300,745 300,745

資本剰余金 273,245 273,245

利益剰余金 6,903,754 6,934,051

自己株式 △25 △25

株主資本合計 7,477,718 7,508,015

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △41,680 △21,759

評価・換算差額等合計 △41,680 △21,759

純資産合計 7,436,038 7,486,256

負債純資産合計 8,483,260 8,471,104
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(2)【四半期損益計算書】
　【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成20年７月１日
  至 平成20年９月30日)

売上高 1,871,906

売上原価 1,401,222

売上総利益 470,683

販売費及び一般管理費 ※
 464,428

営業利益 6,255

営業外収益

受取利息 6,503

受取配当金 40

仕入割引 7,482

その他 2,402

営業外収益合計 16,427

営業外費用 －

経常利益 22,682

特別利益 －

特別損失 －

税引前四半期純利益 22,682

法人税、住民税及び事業税 25,028

法人税等調整額 △13,097

法人税等合計 11,930

四半期純利益 10,752
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成20年７月１日
  至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 22,682

減価償却費 42,912

貸倒引当金の増減額（△は減少） 372

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,217

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,312

製品補償引当金の増減額（△は減少） △196

受取利息及び受取配当金 △6,543

売上債権の増減額（△は増加） 75,087

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,898

仕入債務の増減額（△は減少） 72,464

その他 12,885

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,259

小計 168,038

利息及び配当金の受取額 6,574

法人税等の支払額 △10,385

営業活動によるキャッシュ・フロー 164,227

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △30,629

投資有価証券の取得による支出 △800

子会社への出資による支出 △5,000

貸付金の回収による収入 875

投資活動によるキャッシュ・フロー 64,446

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △35,290

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,290

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 193,383

現金及び現金同等物の期首残高 1,867,954

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,061,337
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 当第１四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する
事項の変更

棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更
棚卸資産につきましては、従来、移動平均法によ
る原価法によっておりましたが、当第１四半期会計
期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」
（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会
計基準第９号）を適用し、評価基準を移動平均法に
よる原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法）に変更しております。
なお、これによる損益に与える影響はありませ
ん。
 

 
【簡便な会計処理】

 当第１四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

１．固定資産の減価償
却の算定方法

定率法を採用している資産については、当事業年
度に係る減価償却費の額を期間配分して算定する
方法によっております。

２．法人税等並びに繰
延税金資産及び繰延
税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する
加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法によっております。
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前
事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の
発生状況に著しい変化がないと認められるので、前
事業年度において使用した将来の業績予想やタッ
クス・プランニングを利用する方法によっており
ます。

 
【四半期財務諸表作成にあたり適用した特有の会計処理】
　当第１四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）
該当事項はありません。
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【注記事項】
（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年６月30日）

※有形固定資産の減価償却累計額 ※有形固定資産の減価償却累計額
2,737,864千円 2,701,067千円

 
（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

※販売費及び一般管理費の主なもの
給料手当 136,587千円
減価償却費 36,797千円
退職給付費用 17,351千円
役員退職慰労引当金繰入額 2,312千円
貸倒引当金繰入額 843千円

 
（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

※現金及び現金同等物の期末残高は貸借対照表に掲
記されている現金及び預金残高と一致しております。
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（株主資本等関係）
当第１四半期会計期間末（平成20年９月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成20年７月１日　
至　平成20年９月30日）

１．発行済株式に関する事項

 株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式（株） 4,105,000

 

２．自己株式に関する事項

 株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式（株） 40

 

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年９月25日
定時株主総会

普通株式 41 10.00平成20年６月30日平成20年９月26日利益剰余金

 

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。
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（リース取引関係）
当第１四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）
　当第１四半期会計期間におけるリース取引残高は、前事業年度の末日に比較して著しい変動が認め
られないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）
当第１四半期会計期間末（平成20年９月30日）
その他有価証券で時価のあるもの
その他有価証券で時価のあるものにつきましては、前事業年度末と比べて著しい変動が認められ
ないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）
当第１四半期会計期間末（平成20年９月30日）
　当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）
当第１四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）
　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）
当第１四半期累計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）
　非連結子会社１社であるため、記載すべき事項はありません。

 

（企業結合等関係）
当第１四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）
　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年６月30日）

1,811.48円 1,823.71円

 
（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年６月30日）

純資産の部の合計額（千円） 7,436,038 7,486,256

純資産の部の合計額から控除する
金額（千円）

－ －

普通株式に係る純資産額（千円） 7,436,038 7,486,256

普通株式の発行済株式数（千株） 4,105 4,105

普通株式の自己株式数（千株） 0 0

１株当たり純資産額の算定に用い
られた普通株式の数（千株）

4,104 4,104

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2.62円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額については、潜在株式が存在しないため記載
しておりません。

 
（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

四半期損益計算書上の四半期純利益（千円） 10,752

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 10,752

期中平均株式数（千株） 4,104

 
（重要な後発事象）
　　該当事項はありません。

 

２【その他】
　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　　　　　　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成20年11月６日
 
アトムリビンテック株式会社

取締役会　御中
 

監査法人よつば綜合事務所
 

指定社員
公認会計士 神　門　　剛 印

業務執行社員

    

指定社員
公認会計士 片　岡　　誠 印

業務執行社員
 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げ
られているアトムリビンテック株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの
第55期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）に
係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ
・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者
にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに
ある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠
して四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事
項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続に
より行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施
される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国におい
て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アトムリビンテック
株式会社の平成20年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第1四半期累計期
間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

以　上
 
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであ

り、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。
　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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